
予防接種に関する基本的な計画（抄） 

 

平成 26 年３月 28 日告示 

 

第三 予防接種に関する施策の総合的かつ計画的な推進に係る目標に関する事項 

 

二  ワクチン・ギャップの解消 

我が国では、予防接種の副反応による健康被害の問題を背景に予防接種行政に慎重な対応が求

められてきた経緯から、いわゆる「ワクチン・ギャップ」の問題が生じているところである。 

厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会等において、「広く接種を促進していくことが望まし

い」とされた７つの疾病のうち、平成２５年度からＨｉｂ感染症、小児の肺炎球菌感染症及びヒ

トパピローマウイルス感染症の３疾病が定期の予防接種に位置付けられたが、それら以外の水痘、

おたふくかぜ、Ｂ型肝炎及び成人の肺炎球菌感染症の４疾病については、国は、ワクチンの供給、

予防接種の実施体制の確保及び必要となる財源の捻出方法等の検討を行った上で、関係者の理解

を得るとともに、副反応も含めた予防接種施策に対する国民の理解を前提に、必要な措置を講じ

る必要がある。 

また、国は、ロタウイルス感染症についても、「予防接種制度の見直しについて」（平成 24 年５

月 23 日付け厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会第２次提言）において科学的評価について

言及されていること等を踏まえ、４疾病と同様に、必要な措置を講じる必要がある。 

さらに、新規のワクチンについては、薬事法上の手続きを経て製造販売承認が行われた際には、

国は、速やかに、当該ワクチンの法上の位置付けについて分科会等の意見を聴いた上で検討し、

必要な措置を講じるよう努める。 

 

 

第五 予防接種の研究開発の推進及びワクチンの供給の確保に関する施策を推進するための基本

的事項 

 

二 開発優先度の高いワクチン 

これまで、細胞培養法による新型インフルエンザワクチンの開発、経鼻投与ワクチン等の新たな

投与経路によるワクチンの開発及び新たなアジュバントの研究等、新たなワクチンの開発が進め

られている。一方、現在でも多くの感染症に対するワクチンが未開発又は海外では開発されてい

るが国内では未開発であるといった状況がある。 

その中でも医療ニーズ及び疾病負荷等を踏まえると、開発優先度の高いワクチンは、麻しん・風

しん混合（ＭＲ）ワクチンを含む混合ワクチン、百日せき・ジフテリア・破傷風・不活化ポリオ

混合（ＤＰＴ―ＩＰＶ）ワクチンを含む混合ワクチン、経鼻投与ワクチン等の改良されたインフ

ルエンザワクチン、ノロウイルスワクチン、ＲＳウイルスワクチン及び帯状疱疹ワクチンである。 
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